
テレワークだから実現できる！オホーツク北見で２地域ライフ推進プロジェクト

北見市都市部

【北見市推進チーム報告版】 国交省令和６年度 移住等の促進に向けた実証調査

既存の空き家や空きオフィ
スを活用し、都市部の企業
や個人・家族が中長期滞在
可能な環境を整備

親がテレワーク中、子ども
が北海道生活や自然を体
験できるよう、こども園の手
配や送迎など「生活環境」を
支援

テレワークによる就業時間
外に、地域住民との交流や
地域産業(農業)の体験がで
きるよう、マッチング環境を
整備

都市部の企業と連携し、テ
レワーク可能な人材を誘客
する流れを構築。持続的か
つ横展開可能なモデルを提
案

地域課題の解決
● 空き家や空き店舗の活用
● 地域産業の担い手不足解消

二地域居住へつながる長期滞在の促進
● 生活体験による、移住の不安解消
● 地域住民や地域産業との関係強化

持続性のある横展開可能なモデルの構築
● 都市部でのテレワーカーの誘致
● 低コストで持続可能な運用ノウハウ

北見市の強み(テレワーク推進)を活かし二地域居住を推進するため、地域企業・団体と協力して受入体制を確立



コミュニ
ティ

•オホーツクバレー構想

•働く女性のネットワーク

•北見工業大学

なりわい
働き方

•オホーツク地域の
経済中心都市

•テレワーク用
施設の充実

すまい

•ビジネスホテルが中心

•一軒家が中心

•長期滞在用宿泊施設
が少ない

北見市

施策面

•早期から企業テレワークを推進

•誘致企業によるワークスペース運営

•ＩＴ企業をターゲットとした企業誘致

観光面

•日帰り圏内に国立公園が４つ

•海の幸から焼肉まで充実した食

•四季折々の大自然

環境面

•夏の暑さや花粉症からの退避

•最適サイズの生活圏(10万人規模)

•冬の寒さ (二地域居住で解決可能)

生活面

•地域最大の医療機関(北見赤十字病院)

•こども園から専門学校・大学まで

•商業施設・図書館・スポーツ施設等充実

交通面

•公共交通機関の便も利用者も少ない

•航空運賃が高い(ハイシーズン)

•慢性的なタクシー不足

「交通」と「すまい」の課題を乗り越えれば、

北見市は二地域居住先として最適！

テレワークに関する施設や
地域のサポートで、「働く環
境」を支援

本州では味わえない自然や
さまざまな体験で、充実した
週末

猛暑、花粉症、満員電車や
渋滞など、都会ストレスから
の解放

医療と教育の安心。「広域保
育」による、こども園への受
け入れ実績

公共交通機関の便が悪く、自
家用車が中心。長期滞在は、
レンタカーなどのコストが高い

北見市における二地域居住推進のメリットと課題



本プロジェクトの実施イメージ

テレワークが可能な
SoloTime契約企業の社員約

１２万人

テレワークオフィス「ＳｏｌｏＴｉｍｅ」

交通会社

ＩＴ会社

地域住民地元企業

都市と地域をつ
なぐシェアハウ
スを運営したい

コワーキング施設

施設の利用者
を増やしたい

都市部の企業
とビジネスで
つながりたい

都市部の人と
交流して

知見を高めたい

地域で新しい

交通ニーズを創
出したい

観光協会

北見拠点の

観光を推進した
い

地元産業

繁忙期の人手不
足を解消したい

都市部

転職せずに、
地方暮しを
してみたい

こどもたちに
故郷(ふるさと)を
作ってあげたい

北見市

都市部在住の北見出身者

いつか北見に戻るの
で、実家(空き家)を
手放したくない

地域の施設オーナー

空き事務所や
店舗を有効活
用したい

農業など
一次産業でも
働いてみたい

滞
在
施
設
化

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
化

地方にビジネ
スを拡大した

い

空き家

遊休スペース

すまい＋なりわい＋コミュニティ
ワイズスタッフ

オホーツクキャリアデザイン
ネットワーク

エフゾーン

北見観光協会

アイエンター

ＪＡきたみらい

北見商工会議所

＝地域活性化

東京電力

現状の課題を解決できる「二地域居住」の受け入れ体制を構築するとともに、
都市部から長期滞在可能なテレワーカーを誘致するモデル構築を目指します



滞在施設

本調査では、参加者の構成や年齢、ニーズに合わせた滞在施設として、住宅街の一軒家(空き家)と街中
のテレワーク施設に隣接した宿泊施設(シングルルーム)を用意しました



ワークスペース

本調査では、参加者の構成や年齢、ニーズに合わせた仕事場(テレワークスペース)として、 滞在施設内
のテレワークルーム、街中のテレワーク施設、滞在施設近くのワークスペー(空きオフィス) 用意しました



こども園
本調査では、子どもに都会のこども園では味わえない体験をと、自然豊かなこども園に協力いただきました



北見生活 (食・温泉)

北見には四季折々の魅力がある中、本調査では秋から冬にかけての「旬」の食事、温泉を体験いただきました



４つの国立公園に日帰り観光

北見は、4つの国立公園に日帰りをすることができます。本調査では秋から冬の観光を楽しんでいただきました



今年度の長期滞在者

農業体験者 企業チーム ファミリー

ファミリー

9月15日～28日 12月1日～7日 1月12日～22日

2月9日～16日

メーカー事業開発部６名
新事業のアイデア創出のチーム合宿コンサルティング会社 １名

本調査では、３つのターゲットを設定し、それぞれに長期 (1週間以上)の滞在をしていただきました



スケジュールと現状

当初に設定したスケジュールについて、実施時期に若干の変更があるものの、ほぼ完了しています



【取組１】地域の推進チームの構築

課題

•「推進チーム」とし
て一体感をもって
いただく必要があ
る

取組

•メーリングリストで
の随時情報発信

進捗

•滞在者の情報を事
前に連絡

•滞在施設の見学
会を実施

•２社追加

工夫

•滞在施設の見学
会では、リモートで
のウェルカムを体
験いただきいた

今後

•情報発信頻度を高
めていく

•滞在者との交流機
会を増やす

•協力企業/団体を
増やしていく

目的 将来的な「二地域居住等促進協議会」の設置を視野に入れ、「北見市二地域居住推進チー
ム」として、本調査事業に取り組む

北見商工会議
所

アイエンター

ＪＡきたみらい
オホーツクキャ
リアデザイン
ネットワーク

エフゾーン 北見観光協会

ワイズスタッフ

トヨタレンタ
リース北見

(野付牛自
動車学校)

(金星ハイ
ヤー)

滞在施設の見学とリモートチェックイン体験

事業を実施推進する中で、推進チーム
に追加したい企業・団体が発生



【取組２】テレワーク可能な企業・人の誘致

目的 「二地域居住」へつなげるためには、北見市での「生活」を体験いただくことが重要であり、
長期滞在が可能なテレワーカーを募集する

課題

•長期滞在はハード
ルが高いため、募
集方法に工夫が必
要となる

取組

•東京を中心にテレ
ワークスペースを
運営するSolotime
の会員(約12万人)
に募集をかける

進捗

•チラシを作成し、募
集活動を実施

•説明会の実施

•企業１社、家族２
組の参加決定

工夫

•長期滞在を促すた
め、1週間または2
週間の滞在を基本
として募集

今後

•「テレワークによる
長期滞在」を基軸
にして、北見市独
自の二地域居住を
推進する

オンライン説明会への参加
↓

申込３組
Solotime会員へ案内



【取組３】広域保育の活用

目的 二地域居住や移住につなげるために、子どもが就学前の家族をターゲットとする。滞在コス
トを下げるために既存の「保育の広域利用」を活用する

課題

•広域利用制度の
本来の目的と異な
るため、活用でき
るかどうかは自治
体の判断となる

取組

•保育園の子どもが
いる家族の滞在を
推進

進捗

•３家族 (他事業1件
含む)の滞在

•家族の居住自治
体３件とも利用不
可の連絡あり

工夫

•今年度は調査費
用にて、保育料を
負担

今後

•拒否理由を整備し
て報告する

「保育の広域利用」ができない理由(送り出す自治体側)
・待機児童がいるので再入園は不公平になる
・入園は1か月単位で途中入園ができない。
一度退園すると翌月まで入園不可
・入園の申込が3か月前まで。
直前では再入園ができない

保育の広域利用

児童の居住地以外の市区町村にある保育
所や認定こども園などを利用できる制度。

市区町村間で受委託による調整を行い、
希望する施設を利用することが可能

居住自治体で「退園」
滞在自治体で「入園」

手続き

滞在自治体で
通園(費用なし)

滞在自治体で「退園」
居住自治体で「入園」

手続き



【取組４】滞在情報の提供方法

目的 北見市に長期滞在するため、さまざまな生活情報を提供する必要がある。必要情報の整
備と提供方法を確立する

課題

•観光だけでなく、生
活情報を適切に提
供する必要がある

取組

•滞在施設のサイト
を構築する(公開)

•参加決定者には、
詳細情報(非公開)
を提供する

進捗

•滞在施設サイトを
公開

•生活のための詳細
情報を限定公開

工夫

•生成AIとBOTを活
用して、自然言語
で質問対応できる
サービスを試験運
用予定

今後

•必要な生活情報を
整備する

•情報をAIに学習さ
せるしくみを検討

おはようございます

今日の最低気温は
マイナス10度。

燃えるゴミの日です

アレクサ
おはよう

生成AIとBOTを活用して
自動応答に取り組み

ハウスマニュアルを作成
シーズンに合わせて随時更新

滞在施設に設置した
アレクサで地域情報を



【取組５】長期滞在者との連絡方法

目的 長期滞在中に頻繁に連絡する必要性が発生する。スマートフォンで個人情報に配慮しつつ、
迅速に連絡がとれ、共有する方法を検討する。

課題

•滞在者の個人情
報(SNS)を共有する
ことに問題はない
か

取組

•滞在前に３つの方
法を提案し、本人
希望を優先する

進捗

•滞在者の希望に合
わせて、連絡方法
を用意

工夫

•滞在前にアンケー
トで希望をとること
で「本人了承」もら
う

今後

•個人SNSを利用し
た場合、滞在終了
後、削除する等の
ルールを決める必
要がある

LINE

メッセンジャー

LINE WORKS

個人で利用済

複数人で参加可能

運営側も複数で参加可能

一般の人には非公開

メッセージの「通知」あり

個人情報を非取得

調査項目 ＬＩＮＥのオープンチャット

非公開グループを利用
することで条件をクリア



【取組６】地域コミュニティとの交流

目的 長期滞在中に、「仕事」と「観光」のみでは、コミュニティの形成につながりにくい。滞在者が
希望する企画を提供することで、定期的な滞在や移住につなげる人的ネットワークを作る

課題

•滞在者と地域の
マッチング方法が
ない

取組

•地域のネットワー
クメンバーの「顔」
の見えるパンフを
制作

進捗

•地域のスポーツク
ラブや地域FMなど、
地域人材と交流

•推進チームの
OCDNとディスカッ
ションを実施

工夫

•事前に情報を提供
し、推進チームで
適した企業/団体と
交渉した

今後

•事前のヒアリング
を丁寧に実施し、
マッチングしていく
今回は、農業体験、
ラジオ出演、企業
の商品ヒアリング
を実施

働く女性のネットワーク
OCDNの「顔」が見える
パンフを制作

滞在中12日間で６９人の人と交流

企業チームの新事業(ターゲットが
女性)に関わる意見交換を実施。



【取組７】運転できない人の移動サポート

目的 北見市で生活をするには、車での移動が中心となる。ペーパードライバーや、免許を持って
いない人に対して、公共交通機関を活用した観光や生活をサポートする

課題

•車を運転できない
滞在者の生活をど
うサポートするか

取組

•レンタル自転車を
手配

•広域観光について、
バスや期間限定の
サービス等の活用
を提案

進捗

•三連休を活用し、
公共交通機関の
みで、サロマ湖、
網走、知床を観光

工夫

•旅程を見せていた
だき、地元目線で
アドバイスを実施

•距離感覚が無いた
め発生した無駄な
移動を修正

今後

•公共交通機関の
情報を早めに
キャッチして提供
する

到着日に
駅自転車を
レンタル

Googleマップでルートを提案

地域で実証実験中の
「どこバス」を利用

公共交通機関とハイヤーを組み合わせた観光ルーツを提案



【取組８】冬の道の運転対策

目的 北見市では冬の期間が長く、また雪道や凍った道路状態で運転する必要が発生する。安
全に北見での生活をしていただくための対策が必要となる。

課題

•冬道での運転は地
元民でも大変。リ
スクをどう軽減する
か

取組

•事前に冬道の危険
度を伝達

•冬道になれていな
い人に、研修をお
すすめ

進捗

•地元の自動車学
校で、「冬道講習」
ができないか交渉

•可能との返答のた
め、今後実施予定

工夫

•冬期間は、レンタ
カーの利用を最小
限で提案(空港・北
見間はバス等)

•冬道講習を受けて
もらう

今後

•冬道講習の費用を、
レンタカーの割引
で賄うなど、滞在
者の負担の軽減
方法を検討

地域の自動車学校で
「冬道講習」を受講

特典分で「冬道講習」
料金をカバー



【取組９】旅館業/民泊の規制緩和

目的 北見市内には、ビジネスホテル等は多いが「長期滞在」に適した宿泊施設がほとんどない。
空き家を「長期滞在施設」として活用するための課題や対策を調査する

課題

•滞在施設(DOTO 
HOUSE)が、現状で
は営業ができない
第2種低層住居専
用地域である

取組

•旅館業が可能か
調査

•民泊が可能か調
査

進捗

•旅館業は特定居
住促進計画が策
定された場合は、
可能性はある

•民泊が可能だが平
日営業ができない

工夫

•北見市に北海道と
協議していただく
必要がある

今後

•民泊営業が「休日
しかできない」状況
では、「長期滞在
施設」として成り立
たない状況の改善
を提案していく



【取組１０】本調査事業の広報

目的 本調査事業を北見市が実施していることを、北見市民や北海道民に広報することで、地域
に「二地域居住」の必要性を認識していただくことができる

課題

•二地域居住推進
が北見市の移住
や経済活性化に資
することを伝える

取組

•実施内容を頻繁に
メディアに提供す
る

進捗

•国交省の視察を
NHKで放送(北海
道)

•農業体験者の滞
在の様子がNHKで
放送(全国)

工夫

•単にリリースを送
信するだけでなく、
直接訪問をして事
業の重要性を伝え
る

今後

•引き続きメディアへ
の情報提供とネッ
トワーク作りを実施
する



二地域居住推進のために(まとめ)

地域におけるチームの推進

•一企業・団体では、二地域居住の受け入れ体制を構
築するのは難しい。地域において推進するチームが重
要。また、ニーズに応じて、チーム体制も進化させる必
要がある

長期滞在による生活体験

•二地域居住へつなげるためには、長期滞在することが
重要。その地域の生活を体験することで、リピート訪問
や移住につなげることができる

二地域居住におけるテレワーク

•長期滞在のためには、テレワークが可能な企業・その
社員へのアプローチが効果的である

地域との交流機会

•地域住民や企業との交流機会を作ることで、リピート
訪問につながる

二地域を推進するための規制緩和

•二地域居住を推進するためには、地域の空き家活用
が有効だが、民泊等の営業ができない場合の規制緩
和が必要。自治体が施設を所有するのではなく、空き
家の持ち主がビジネスとして取り組めるしくみの構築
が期待される

長期利用を想定した滞在施設

• 長期滞在では、宿泊施設の寝具や広さ、備品が重要。
二地域居住のための滞在施設整備が求められる

滞在前・中・後のフォロー

• 二地域居住を想定する場合、滞在前からオンライン
でヒアリングをすることで満足度の高い滞在が可能。
滞在中は (干渉しすぎない適度な)やりとりが重要。

地域特性のカバーと共有

• 地域や季節によってさまざまな課題(今回は、冬道運
転等)があり、解決策を共有していく必要がある

ターゲットの設定

• 今回は「農業」「企業」「家族」の３つを実施したが、そ
れぞれのニーズが異なっていた。二地域居住へつな
げるには、ターゲットを絞って広報やサポートをする
必要がある

地域住民への情報発信

• 地域住民の理解が、今後の二地域居住推進の要と
なる。好事例を作り、地域への情報発信を積極的に
する必要がある
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